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2025 年 12 月 24 日 
 

 

東洋製罐グループホールディングス株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：中村琢司）の

連結子会社である東罐興業株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：田辺宏信、以下「東

罐興業」）は、当社グループが参画する「クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス」（英文名：Japan 

Clean Ocean Material Alliance、以下「CLOMA」）※1 の活動の一環として、神戸市が運営する資源回収

ステーション「エコノバ」※2 の 2 拠点（「ふたば」・「あづま」）にて、一般家庭から排出される紙製食品容器の回

収実証実験を、2026 年 1 月 6 日（火）から開始します。 

東罐興業はこれまで、主にイベント会場で排出された紙コップ等の紙製食品容器の回収に取り組んできまし

た。一般家庭から排出される紙製食品容器を対象とした取り組みは、今回が当社グループにおいて初めてとなり

ます。 

海洋プラスチックごみ問題を背景に食品容器の紙化が進む一方、多くの紙製食品容器はリサイクルされずに

焼却処分されています。この現状を踏まえ、東罐興業は、多くの方が日常的に資源循環に参加できる機会の

創出を通じて、分別やリサイクルへの理解を広げ、可燃ごみの削減を目指します。その第一歩として、「エコノバ」

に持参された紙製食品容器の洗浄状態を含め、市民のリサイクル行動や回収物の品質・数量などの実態を検

証します。本実証実験の結果から、紙製食品容器のリサイクルスキームの社会実装に向けた課題を抽出し、サ

ーキュラーエコノミーの実現に向けた取り組みを推進していきます。 

※1 海洋プラスチックごみ問題の解決に向けて官民連携で取り組む、業種を越えたプラットフォームであり、紙等への代替素材の開

発・普及や資源化の推進にも取り組む。 

クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス公式サイト：https://cloma.net/ 

神戸市の資源回収ステーション「エコノバ」にて 

アイスクリーム・ヨーグルト用 紙製食品容器の回収実証実験を開始 

-家庭から排出される紙製食品容器のリサイクル率向上を目指す- 

Press Release 

https://cloma.net/


※2 神戸市が運営する資源回収ステーションであり、「まわり続けるリサイクル」を実践するとともに、ごみ出しをきっかけに誰もが関わ

る地域交流を促進するコミュニティ拠点です。2025 年 12 月現在、市内に 66 拠点を展開しています。 

エコノバ Web サイト：https://www.city.kobe.lg.jp/a25748/kurashi/recycle/recovery-of-plastic-resources.html 

 

■本取り組みの背景 

家庭から廃棄されるごみのうち、紙ごみは約３割※3 を占めるものの、紙製食品容器は原材料の構成や仕

様、食品残渣が混入すると処理が困難になることから、牛乳パックや古紙と比較して、リサイクルの実装が遅れて

います。 

東罐興業が参画する CLOMA のキーアクション実行ワーキンググループ 4&5 再資源化分科会では、海洋プ

ラスチックごみ削減で食品容器の紙化が進む一方で、紙製食品容器はリサイクルされずに焼却処分されている

現状を課題として認識し、回収リサイクル化に取り組んでいます。 

こうした認識を踏まえ、東罐興業は紙製食品容器の再資源化に向けた取り組みを推進しており、このたび、

資源循環社会の形成に積極的に取り組む神戸市にご賛同いただいたことで、本実証実験の実施が決定しまし

た。 
 

※3 環境省 「日本の廃棄物処理（令和３年度版）」より 

https://www.env.go.jp/recycle/waste_tech/ippan/r3/data/disposal.pdf 

 

■実証実験の概要 

神戸市が運営する資源回収ステーション「エコノバ」の 2 拠点（「ふたば」・「あづま」）において、使用済み紙

製食品容器の回収を開始します。対象はアイスクリームおよびヨーグルトで使用される紙製食品容器で、中身を

空にして、ご家庭で洗浄・乾燥したうえでお持ち込みいただき、専用ボックスで回収します。 
 

・実施期間：2026 年 1 月 6 日（火）～2026 年３月 31 日（火） 

・紙コップ回収場所： 

エコノバ ふたば ふたば学舎 （長田区二葉町 7 丁目 1-18） 

エコノバ あづま コミスタこうべ（中央区吾妻通 4 丁目 1-6） 

・対象：アイスクリームおよびヨーグルトで使用される紙製食品容器 ※樹脂製品は対象外 

・検証内容： 

① 回収物の品質や数量の評価（対象適合率、汚れ・残渣の程度、臭気の有無等） 

② 効率的な収集頻度と回収・処理に係る費用 

③ 市民への効果的な告知・啓発手法 

 

【本実証実験のフロー】 

 

① 紙製食品容器の回収 

家庭で洗浄・乾燥した使用済み紙製食品容器を専用ボックスで回収。 

 

② 総合資源リサイクル企業にて中間処理 

エコノバにて集められた紙製食品容器を大本紙料株式会社にて破砕・洗浄し、「ベール」

と呼ばれる四角い紙の塊へ加工。ベールの状態で再生パルプの製造・販売を行う株式会

社日誠産業へ輸送。 

https://www.city.kobe.lg.jp/a25748/kurashi/recycle/recovery-of-plastic-resources.html
https://www.env.go.jp/recycle/waste_tech/ippan/r3/data/disposal.pdf


③ パルプ化 

集められた紙製食品容器は、株式会社日誠産業でリサイクルパルプへと再生され、さまざまなリサイクル製

品に生まれ変わります。 

 

■イベントでの事前検証 

2025 年 11 月、エコノバのふたば・あづま両拠点で実施した地域イベントにおいて、来場者にヨーグルトを配

布しました。あわせて、会場で空容器の洗浄および分別回収を行い、アンケート調査も実施しました。その結

果、ふたばにて 226 件、あづまにて 139 件の有効回答を得ました。 

アンケートでは、「今後、エコノバに紙カップの回収場所が開設された場合にヨーグルトやアイスクリームの紙カッ

プを『洗ってリサイクルに出したい』という気持ちになりましたか？」に対し、98%が肯定的な回答を示しました。ま

た、「このイベントに参加して『家庭で洗ってリサイクルに出そう』という気持ちになりましたか？」には 95%の肯定

的な回答があり、さらに「エコノバで紙カップを回収できるところを増やしてください」といったご意見も寄せられました。

これらの結果から、家庭ごみの回収においては、プラスチック製品だけでなく紙製食品容器の回収に対するニーズ

も高いことが示され、本実証実験の設計にも反映しています。 

 

■今後の展望 

東罐興業は、本取り組みを今後の資源循環の仕組みづくりに向けた重要な第一歩と位置付けています。本実

証実験で得られた成果・課題を踏まえ、将来的な回収ネットワークの拡大や、地域産業およびブランドオーナー

との連携等の施策を検討し、家庭から排出された紙製食品容器の回収と再製品化を、日常的な資源循環の

取り組みとして定着させ、サーキュラーエコノミー実現を目指します。 
 

（関連情報） 

「ヨーグルト、アイスクリームの紙容器を回収する実証実験をスタート！」 

（神戸市プレスリリース/2025 年 12 月 24 日） 

 

東罐興業について 

東罐興業は、1943 年の創業以来、紙とプラスチックを素材とした、数多くの包装容器を世に送り出してきまし

た。特に紙コップは、国内のリーディングカンパニーとしてお客様の幅広い要望にお応えし、自然環境に配慮し、

多様なライフスタイルに合った製品を提供しています。「社会のニーズと自然環境に調和した製品とシステムを創

造し生活文化の向上に貢献する」ことを経営理念に掲げ、その実現のために従業員の個性と多様性を生かし、

包装容器の「変革」と「創造」に挑戦し、持続可能な社会の実現に向けた取り組みを推進していきます。 

https://www.tokan.co.jp/ 

 

東洋製罐グループについて 

東洋製罐グループは、金属・プラスチック・紙・ガラス等、それぞれの素材が持つ特性を活かしたさまざまな容器を

グローバルに提供する総合包装容器メーカーです。包装容器事業のほか、エンジニアリング・充填・物流事業、

鋼板関連事業、機能材料関連事業、不動産関連事業の 5 つの事業を有しています。 

当社グループは、社会や地球環境について長期的な視点で考え、すべてのステークホルダーの皆さまに提供する

価値が最大化するよう、2050 年を見据えた「長期経営ビジョン 2050『未来をつつむ』」を 2021 年 5 月に策

定しました。当社グループの目指す姿・ありたい姿を「世界中のあらゆる人びとを安心・安全・豊かさでつつむ『くら

しのプラットフォーム』」と位置づけ、「多様性が受け入れられ、一人ひとりがより自分らしく生活できる社会の実現」

「地球環境に負荷を与えずに、人々の幸せなくらしがずっと未来へ受け継がれる社会の実現」を目指し、事業活

https://www.city.kobe.lg.jp/a25748/press/847739955974.html
https://www.tokan.co.jp/


動を推進していきます。 

1917 年に創立し、国内 44 社（東洋製罐グループホールディングス含む）、海外 50 社のグループ会社を擁

し、約 19,000 人の従業員が働いています。2025 年 3 月期の連結売上高は 9,225 億円です。 

https://www.tskg-hd.com/ 

 

■お問い合わせ先 

東洋製罐グループホールディングス株式会社 

サステナビリティ推進部 コーポレートコミュニケーショングループ 中野利・市橋・柿本・高田 

TEL：03-4514-2026  Mail：tskg_contact@tskg-hd.com 

以  上 

https://www.tskg-hd.com/

